
平成27年度部長マニフェスト取組結果

部(局)名 消防本部
【達成度について】

A：達成（設定した目標を達成することができた。）

部(局)長名 村上　博之
B：一部達成（設定した目標の一部のみ達成することができた。）

C：未達成（目標達成に向け取り組んだものの、目標達成にはいたらなかった。）

重点課題 4 消防・防災体制の充実強化
全体の達成度

A
目指すべき方向

地震等の大規模災害に対する消防・防災体制強化に努め、災害に強
く安全なまちづくりを目指します。

達成

活動目標 具体的な取組実績

地域の自主消火組織及び事業所
の自衛消防隊を訓練等を通じて
育成強化を図ります。 → 市内１地区において、新たに自主消火組織が結成されまし

た。

地域の実情に応じて可搬式小型
動力ポンプや消防水利等を適正
に配置します。 →

市内１地区の自主消火組織に可搬式小型動力ポンプを配備し
ました。
市内１地区の公園に耐震性防火水槽（容量１００立方メート
ル）を設置しました。

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

自主消火組織や自衛消防組織と
の連携を強化し、消防・防災に
おける地域力の向上に努めま
す。

→ 自主消火組織の増加により、地域防災力を向上さ
せることができました。

A

達成

地域の実情に応じた可搬式小型動力ポンプや消防水利等を適正に配置しました。また、新しい自主消火組
織の結成に向け、調整中の地域が複数あるなど、依然として防災に対する市民ニーズの高さが伺えます。
既存の自主消火組織については、可搬式小型動力ポンプの基本的な取扱い訓練をはじめ、防災に関する訓
練に積極的に参加していただくことで、防火防災に関する意識を一層高めていることが、地域防災力の向
上に繋がっています。

可搬式小型動力ポンプ等の計画
的な整備により、地域の初期消
防活動の体制強化に努めます。 →

耐震性防火水槽（容量１００立方メートル）や可
搬式小型動力ポンプ等の整備により、大規模災害
時における地域の初期消火能力を向上させること
ができました。

A

達成

総合評価・総括


